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 細胞検査士資格更新は資格取得後 4 年ごとに行われます 

が，平成 27 年度は下記の方が対象となります． 

 

平成 27 年度細胞検査士資格更新対象者ナンバー 

（ピンク・カード） 

1830～2067，2693～2912，3667～3931，4726～4941， 

5619～5812，6370～6573，7209～7449，8159～8317 

 

 

①  細胞診業務単位としては，以下のように規定されてい 

ます．いずれも1年間に取得できる単位の上限は25単位です． 

   a  常勤の場合 1 年間に 25 単位 

   b  非常勤の場合 

    1 ）週 5～6 日勤務の場合 1 年間に 25 単位 

    2 ）週 3～4 日勤務の場合 1 年間に 20 単位 

    3 ）週 1～2 日勤務の場合 1 年間に 15 単位 

 しかしながら，最近の社会情勢では雇用形態として常勤 

ポストが減少する傾向にあり，専任業務であっても“非常 

勤”として細胞診業務に従事されている場合があります． 

更新申請の際，“非常勤”の方であっても細胞診専任業務に 

従事されている場合は勤務状態を文書で申し出ていただけ 

れば，この点を勘案して資格更新審査をいたします．ただ 

し，資格更新に必要な所定の条件を満たしている方はこの 

限りではありません． 

  ②長期海外出張，病気療養，出産・育児などのため資格 

更新に必要な所定の出席回数（日本臨床細胞学会学術集会 

春期大会・秋期大会，細胞検査士教育セミナー，細胞検査 

士ワークショップのいずれかに 4 年間に 2 回以上）と業務・

業績などで規定の単位を満たせなかった方は，上記の理由と期

間を確認することのできる診断書，証明書，あるいは確認書な

どを添えて学会事務局に申請してください．そのような書類が

無い場合は，登録専門医，各都道府県支部長あるいは所属長な

どと連名で事情説明書を提出してください．細胞検査士資格更

新審査委員会はこのような方を資格更新保留者と認定するこ

とができます． 

 ただし，保留（休止）期間があってもすでに資格更新に 

必要な所定の条件を満たしている方は更新申請の延期願い 

を要しないことは申すまでもありません． 

 ③平成 23 年 3 月に起こった東日本大震災や原発事故の 

影響で，検査士カードを紛失されたり，研修会に参加でき 

なかった方はその旨お申し出ください．最大限の配慮をい 

たします．ただし，震災や原発事故の影響を受けたことが 

何らかの形で証明あるいは確認できる資料のコピーを添え 

てくださるようお願いいたします． 

 新制度により，細胞検査士資格を更新できなかった方は， 

認定試験を 2 次試験から再受験できるようになりました． 

 ただし，日本臨床細胞学会をいったん退会された方は1次試

験からの受験が必要です。 

詳細については，学会事務局ホームページをご確認くださ 

い． 


